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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
部品の検査方法であって、
部品の画像を生成するステップと、
信号表示マスクを生成するステップと、
前記信号表示マスク内の信号を使用して、前記信号表示マスク内に含まれる見込み信号の
量の低減を促進する信号表示マスクを生成するステップと、
前記信号表示マスクと生成された前記ノイズマスクとを使用して、画像内に存在すること
がある少なくとも１つの潜在的な欠陥表示の信号対ノイズ比を計算するステップと
を含む方法。
【請求項２】
対応する計算された前記信号対ノイズ比に基づいて、少なくとも１つの潜在的な欠陥を分
類するステップを更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
ノイズマスクの生成には更に、前記生成された画像を複数の部分画像に分割するステップ
が含まれる、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
ノイズマスクの生成には更に、複数の部分画像の各々について少なくとも平均ピクセル値
とピークピクセル値とを計算するステップが含まれる、請求項１乃至３のいずれか１項に
記載の方法。
【請求項５】
ノイズマスクの生成には更に、前記生成された画像の複数の部分画像の各々を、生成され
た前記信号表示マスクの複数の部分画像の対応する１つと比較するステップが含まれる、
請求項１乃至４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
ノイズマスクの生成には更に、前記生成された画像の複数の部分画像の少なくとも１つ内
に、平均ノイズピクセル値の種と、ピークノイズピクセル値の種の位置を突き止めるステ
ップが含まれる、請求項１乃至５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
ノイズマスクの生成には更に、前記複数の部分画像の各々に事前に決定された規則のセッ
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トを適用するステップが含まれ、前記事前に決定された規則のセットは、前記平均ノイズ
ピクセル値の種と、前記ピークノイズピクセル値の種の少なくとも一方に基づくものであ
る、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
ノイズマスクの生成には更に、前記生成された画像のサブ画像の境界を侵食するステップ
が含まれる、請求項１乃至７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
前記信号表示マスクと前記ノイズマスクとを使用して少なくとも１つの潜在的な欠陥表示
の信号対ノイズ比を計算するステップが、前記信号表示マスクと前記ノイズマスクとを組
み合わせるステップを更に含む、請求項１乃至９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
前記信号表示マスクと前記ノイズマスクとを使用して前記信号対ノイズ比を計算するステ
ップは、
前記信号表示マスクの値を前記生成された画像の値と組み合わせるステップと、
前記ノイズマスクの値を前記生成された画像の値と組み合わせるステップとを更に含む、
請求項１乃至９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
信号検知システムであって、
プローブと、
前記プローブに結合されたプロセッサとを備え、
前記プロセッサは、
前記プローブを使用して前記部品の画像を生成し、
信号表示マスクを生成し、
前記信号表示マスクに基づいて、前記信号表示マスク内に含まれる見込み信号の低減を促
進するノイズマスクを生成し、
前記信号表示マスクと生成された前記ノイズマスクとを使用して、前記画像内に存在する
ことがある少なくとも１つの潜在的な欠陥表示の前記信号対ノイズ比を計算するようにプ
ログラムされる、信号検知システム。
【請求項１２】
前記プロセッサは更に、前記対応する計算された信号対ノイズ比に基づいて、前記少なく
とも１つの潜在的な欠陥を分類するようにプログラムされる、請求項１１に記載の信号検
知システム。
【請求項１３】
前記プロセッサは更に、前記生成された画像を複数の部分画像に分割するようにプログラ
ムされる、請求項１１または１２に記載の信号検知システム。
【請求項１４】
前記プロセッサは更に、複数の部分画像の各々に平均ピクセル値とピークピクセル値の少
なくとも一方を計算するようにプログラムされる、請求項１１から１３のいずれか１項に
記載の信号検知システム。
【請求項１５】
前記プロセッサは更に、前記生成された画像の複数の部分画像の各々と前記生成された画
像とを比較するようにプログラムされる、請求項１１から１４のいずれか１項に記載の信
号検知システム。
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